
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第１２教区第３５０番高源院 

住所：宮城県石巻市雄勝町分浜分浜１０９ 

 

寺院の被害 

・ 津波により、本堂、庫裡、その他の建物が全壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 本務寺院に居住している。 

・ 檀信徒の離散を心配しており、精神的肉体的疲労を抱えている。 

檀信徒の現状 

・ 檀信徒の多くが漁業中心の職業についていたが、震災により甚大な被害を受

けた。また、他の職業の方も８～９割が他の地域への移転や仮設住宅に状態

にある。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 ― 

復興の状況 

・ 本堂の屋根と柱が残ったため修理が可能であり、復旧の目途は立っている。 

・ 現在２割程度復旧は進んでおり、５年以内の復旧完了を予定している。 

・ ほとんどの檀信徒が被災していることから、寺院復旧についての寄付は望め

ない。 

（Ｈ２５.８.２４現在） 

      

本堂は現在修復中であり、庫裡はすでに解体している。（撮影Ｈ２５.１１.４） 


